
Ⅱ研究内容

シンキングツールを活用して、

身近な課題に気付き、考え、行動にうつす子どもの育成
～４年生、ふるさと甚目寺「環境にやさしい町づくり」の実践から～

海部・甚目寺小学校

１ 研究の概要

（１）はじめに

本校は、総合学習を「ふるさと甚目寺」とし、人・町・福祉・環境・産業・歴史、と毎

年異なるテーマを設定して系統的に郷土学習を進めている。また、ＥＳＤの視点を取り入

れ、教育活動を進めて３年になる。ＥＳＤの大切にしている「価値観」「育みたい能力・

態度」をもとに、活動内容のつながりを大切にして作成したＥＳＤカレンダー・指導計画

を活用して、毎年、子どもの実態に合った総合学習のあり方を模索し、改良を続けている。

ＥＳＤは、「持続可能な社会の担い手を育む教育」といえる。子どもたちが住みたい、

または住みやすい社会のイメージをもち、そこに向かう間に生じている課題を自分の問題

としてとらえ、課題解決のために実行に移していく。これをきっかけとして現在生きてい

る生き物、未来の世代、地球のこれからを考えていく。本校ではこのようにＥＳＤの理念

に沿った総合学習のとりくみを行っている。

本研究で対象学年としているのは環境をテーマにふるさと甚目寺を学習している４年生

である。

（２）研究の目標とめざす子どもの姿

４年生は、明るく前向きで活発な子どもたちが多い。また、素直に助言を受け入れるよ

さがある。しかしその反面、努力することを面倒だと感じる子どもが多い。さらに、多く

の子どもが、自分の考えをもったり、発表したりすることに消極的である。

また、ＥＳＤの視点を取り入れて作成したカレンダー・指導計画を意識するあまり、取

組の見通しはもてるが、決まった方向にしか進まない恐れもある。そのような場合、知る

ことはできても、自発的に行動に移すような学びにまで深めることは難しい。子どもの考

えが積極的に交換され、磨き合われない様子ならばなおさら教員主導になってしまうであ

ろう。

【ＥＳＤカレンダー】 【指導計画】



以上のような実態から、身近なことに対

して、まずは自分で気付きたい、考えたい

という姿勢を大事にしたいと考えた。そし

て課題に対して気付き考えたことを発表し

合い、話し合う中で、友だちの考えを刺激

として、さらに学習を深めてほしい。そし

て環境にやさしい町を一人ひとりが主体的

に考えるようになってほしい。これらの願

いをもって、話し合いを活性化できるよう

シンキングツールを取り入れ、本単元を設

定した。

シンキングツールとは、ＫＪ法やウェビ

ングマップなど、頭の中の情報を書き込むための図形の枠組みである。頭の中にあるイメ

ージや情報を外に出すことを促し、視覚化されたものの関係性を見つけやすくするはたら

きがある。

本研究を通してめざす具体的な子どもの姿は、以下の通りである。

○ 今、地球で起きている環境問題について自分にも関係あるものとしてとらえ、問題点

に気付くことができる子ども。

○ 環境問題に対してどうり組んでいきたいか、自分の考えをもつことができる子ども。

○ 環境にやさしい町のイメージをもって、身近なことから自発的に環境に対するとりく

みをすすめることができる子ども。

（３）研究の仮説と手だて

【仮説１】

環境の課題を自らの問題としてとらえて、身近なところからとりくもうというＥＳＤ

の考え方を取り入れ、体験や話し合い活動を重視した総合学習を計画するならば、積極

的に気付き・考えようとする子どもを育むことができるであろう。

４年生にとってはまず、環境とは何か、どんな問題が起こっているのか、それが地球に

とってどうよくないことなのかを知る必要がある。子どもの自発性を大事にした柔軟な考

え方でＥＳＤカレンダーを改良しながら進めていきたいと考えているが、まず知ることに

関しては、子どもに知識が身につくような教員の支援が必要である。だが、そこは教員か

ら子どもの一方通行ではなく、各方面からゲストティーチャーを呼び、本物を見たり、感

じたり、という活動を重視したとりくみを行うことで、子どもの意欲が高まり、よりたく

さんの気付きや考えを生むであろう。

【具体的な手だて】

① ＥＳＤカレンダーの柔軟な活用と子どもの実態に合わせた改良

② ゲストティーチャーを招いた活動中心の「知る」とりくみ

【シンキングツール】



【仮説２】

話し合いを行い、気付きや考えを磨き合わせるならば、自分自身の考えを深め、環境

に対するとりくみを身近なところから行っていこうとする子どもを育むことができるであ

ろう。

シンキングツールを用いることで、だれもが発表しやすくなり、自分の意見に自信をも

ち、友だちの意見に刺激を受け、より学びが深まるであろう。そこで生まれた身近な活動

に助言をすることで、行動に移すことができ、それがまた身近な環境に対する意識の向上

につながるであろう。

【具体的な手だて】

③ シンキングツールの活用と場の設定

④ エコチャレンジ（環境に対する身近なとりくみ）

２ 研究の実際

（１）「生活を見つめ直そう！ごみ・水調査隊」

まず、子どもたちが環境についてどうとらえているかを知

るため、導入の授業を行った。「環境と聞いて思いつく言葉

をどんどん書き出そう」と発問したところ、どの学級でも若

干名が環境という言葉が何を意味しているのか分からない子

がいた。多くの子どもは、砂漠化など自然環境問題を挙げて

いたが、「自然環境は今、どうなっていると思うか」と問う

と、返ってきた言葉からは身近な生活とはほど遠いと思って

いる様子であった。また、自然環境でなく生活環境を挙げる

子どももいた。そこで、身近な環境や町の環境に関心をもち、

かかわろうとする態度の育成をめざし、１学期は「知る」こ

とを重点に置いて総合学習を進めていくこととした。

【授業後のＡの感想から】

今日、ぼくははじめて環境という言葉を知りました。でもその環境がどうなっているのか

はあまりわかりません。そういえばＢが言っていた砂漠化は聞いたことがありました。なぜ悪

くなっているのか、これから知っていきたいと思います。

【実態】

・ 環境という言葉を初めて知った子どもが多かった。

・ テレビで地球温暖化などの言葉を聞いたことはあるがその因果関係などは理解し

ていない。

↓

【手だて】

・ まずは「知る」ことを中心にＥＳＤカレンダーを改良する。（①）

・ 興味をもちやすくするために活動を中心とした授業展開をゲストティーチャーと

相談して組み立てる。（②）

【ワークシート】



まず、総合学習と社会科のつながりを意識したごみの学習において、地域のごみを処理

している五条川工場の見学をした。五条川工場では、ごみの焼却処分だけでなく、焼却の

過程で発生した灰をさらに溶融し再利用していること

を知った。また焼却の熱で水を温めて発電し、工場内

の電力をまかなっていることも学んだ。子どもたちか

らは、「分別をしっかりしなければならない」「ごみを

減らしたい」という声があがった。これらの学習で、

自分が出すごみを見直すきっかけとなり、またゴミ処

理場の環境に対するとりくみが、子どもたちの環境学

習の意欲付けとなった。

【授業後のＡの感想から】

教科書を読んでわかっていたことだけど、自分の出したごみがどうなっているのかちゃん

と見ることができてよかったです。案内してくれた○○さんから聞いて、環境問題はわたし

たちが出すごみと関係していることがわかりました。これからは分別だけじゃなくてごみを

減らすことをがんばりたいです。

【実態】

・ ごみの視点から環境について考えようとする意欲付けになった。

・ 具体的なとりくみにまでは考えを深めることができていない。

↓

【手だて】

・ 学びが新しいうちに今気付いたことや考えていることをアウトプットし、思考を

整理するために、シンキングツール（ＫＪ法）を用いる。（③）

・ 話し合うことで、友だちの意見から刺激を受け、学びが深化される。（③）

その後、感じたり考えたりしたことをより具体的に行動に移すことができるように「ご

みを減らすために」という題目でＫＪ法を用いて意見を整理した。ＫＪ法を用いることで

自分の考えが伝えやすくなり、他者の気持ちや考えを尊重しながら話し合い活動を行うこ

とができた。子どもたちは意見を集約する新しい方法に戸惑いながらも、「意見をみんな

が真剣に聞いてくれた」「自分と似ている意見があってうれしかった」と楽しみながら取

り組んでいた。

次に、水の視点から環境について学ぶ学習では、浄

水場と下水処理場について学習した。愛知県建設部下

水道課の職員を講師に招き、生活排水をそのまま川や

海に流さず、下水処理場できれいにしてから排水する

しくみについて学んだ。試薬を使ったパックテストで

は、台所からでるわずかな醤油、ジュースなどで、生

き物にとって住みにくい水質になることに子どもたち

は驚いていた。さらに、汚れた水をきれいにするために、薬品ではなく微生物による自然

の力を活用していることを知った。「微生物が自分たちの生活の役に立っているなんて知

らなかった」と子どもたちは注目していた。この学習の後、水を使用する際に出しっぱな

しにしていないかとか、汚れた水をできるだけ出さない方法はないかと、考えながら生活

する様子が見られるようになった。

【五条川工場の見学】

【パックテストの実験】



（２）「ストップ温暖化！エコに取り組もう」

年度始めに「環境について知っていること」を聞くと、地球温暖化について挙げる子ど

もが多かった。地球温暖化の問題は、実際肌で体感で

き、マスメディアでもよく取り上げられていることか

らも子どもたちの関心は高いようであった。だが、言

葉は知っていても、地球温暖化がどのような原因で進

んでいったか、その問題についてどんな対策がなされ

ていて、一人ひとりがどうとりくんでいくことが大切

であるかまでは分からないようであった。

そこで、東邦ガスの方を招き、地球の環境とガスに

ついて出前授業を行った。石油、石炭などの化石燃料を燃やし続けた結果が温暖化の一原

因となり、南極の方では氷が溶け水面が上がり、北極の氷が溶けることによりシロクマや

アザラシなど生き物にも悪影響を及ぼしていること、化石燃料の資源には限りがあること

を知り、省エネルギーの行動をしようという意識を高めることができた。

次に、中部電力の方を招いてエネルギーの中でも電気という側面から温暖化について学

んだ。日本が世界で第５位のエネルギー消費国であること、温暖化の原因となる二酸化炭

素は発電時にも発生することを知り、より温暖化問題を身近にとらえることができた。ま

た、身近な行動で二酸化炭素を減らす方法も知ることができた。

また、愛知県建設部住宅計画課の方を招き、地球に優

しい住まいや住まい方についての出前授業を受けた。緑

・日・土・水・木・風・火という７つのいのちの恵みを

ヒントにして、地球と上手につき合える方法を考えた。

そして、自然の材料やエネルギーを生かし、地域の気候

や風土に合った方法を工夫することで、地球に負担をか

けすぎない生活をしていく必要性を学んだ。また、土や

木の素材でできた瓦や継ぎ手に触れ、自然の温かみや良

さを感じることができた。

そして、理科とのつながりを意識した総合学習としてヘチマとゴーヤを栽培し、グリー

ンカーテンを作ることに取り組んだ。そこでグリーンカーテンを作ることでどんな効果が

あるのかを詳しく知るために、都市緑化に長年とりくんでいる地域の方に講師をお願いし、

出前授業を行った。人工の建物が増え、各地の気温が年

々上昇していることや、その影響で熱帯にいる生物が都

市部でも見られるようになってきたことを知り、環境に

関するクイズを解きながら、新たに知ったことを興味深

く聞いていた。グリーンカーテンによって、どのくらい

涼しいのかを体感できるのかと楽しみにしている子ども

たちも多く、日々の観察の中で虫がヘチマやゴーヤの花

によってきていることに興味をもっている子どもたちも

いた。夏に近づくにつれ、蔓を伸ばし、実をつけていく

様子に、子どもたちも毎日の登校が楽しみになっているようだった。夏休みも子どもたち

は自主的に水やりをしに登校した。夏の出校日の日には多くのグリーンカーテンができあ

がり、子どもたちはグリーンカーテンの内側に入り、涼しさを体感していた。

【ガスの出前授業】

【自然の素材に触れる子ども】

【ゴーヤのグリーンカーテン】



（３）「環境にやさしい町・甚目寺エコチャレンジャー！」

【授業後のＡの感想から】

今日先生に今までのふるさと甚目寺の特別授業の数を数えてごらん、と言われて数えて

みたら７つもあっておどろきました。それぞれの先生は話していることはちがうけれど、み

んな環境についてすごい真剣に考えていて、わたしたちに分かりやすく教えてくれました。

だから、わたしもまずは一つでも身の周りのことから環境をよくするためにとりくんでいき

たいと思います。

【実態】

・ さまざまな視点から環境に対するとりくみを聞くことができて子どもたちの知識

が広がった。

・ 「気付く」「考える」を繰り返しているうちに自分も環境を良くするために行動

してみたいという意欲がわいている子どもたちが多くなった。

↓

【手だて】

・ まずは自分たちで考えたことを自由にチャレンジさせてみる。（④）

・ それをフィードバックし、友だちと話し合うすることで、さらに持続的なとりく

みとして、続けていく。（③・④）

これまでに環境について学習した

ことをもとにして、子どもたちは少

しずつ「知る」ことから「行動する」

ことへ関心を高めていった。まずは

環境について興味をもったさまざま

な活動に自分なりにとりくんだ。ワ

ークシートを用い、研究動機から研

究内容、研究結果まで項目を立て、

レポート形式で自分の思考の流れが

わかりやすく表せられるようにした。

また、結果からわかったこと、新し

く出てきた疑問を考えることで、次

の活動につなげることができた。子

どもたちは、グリーンカーテンの効果

を実際に調べたり、家庭のごみを減ら

す方法を考え実践したり、温暖化を防

ぐ方法を実際に行い、その効果を確か

めたりしていた。中には、廃油から石

けんやキャンドルを作る子ども、ごみ

をリサイクルし、そして涼しさを感じ

取ろうと風鈴を作ってくる子どももい

た。

２学期の始め、夏休みのとりくみ

を共有し、発表会へとつなげていく単元の導入授業を行った。まず、一人ひとりが行った

【ＫＪ法でまとめる子ども】

【環境についてとりくんだときの気持ち】



とりくみを発表した。子どもたちは友だちの発表を興味深く聞き入っていた。水に関係す

るテーマを設定した子ども、ごみに関係するテーマを設定した子ども、緑に関係するテー

マを設定した子どもなど、分野が広がっていたのもあり、さらに環境についての理解を深

めるきっかけにもなった。発表し終わった後、子ども一人ひとりのとりくみを評価し、エ

コチャレンジャーに任命をした。エコチャレンジャーに任命されたことに子どもたちは喜

び、「まだとりくんでみたい活動がある」「あまりうまくいかなかったところもあるから

もう一度再チャレンジをした

い」「今度はみんなで協力して

一つの活動をしたい」という声

があがった。

次に、「環境問題について自

分なりにとりくんでみて感じた

こと」という大きな題目で子ど

もたちの意見を出し合い、ＫＪ

法を用いてまとめていった。夏

休みに取り組んだテーマが多岐

に渡っていたことから、「自分

だけでなく周りの人も誘い合っ

てみんなでやっていくことが大

切だと思う」「すべての環境問

題はつながっていると感じた」

などさまざまな観点から意見が

出て、結果的に「地球にやさし

い町づくり」という学年の総合

テーマに通ずるような内容の表

になった。そして、ＫＪ法でま

とめながらも自分の意見を話し

合う中で、さらに自分たちの手

で環境を良くしていこうという

意識が高まっていくのを感じ

た。そこで、次に「どんな発表

会にしたいか」を自分の言葉で

表し、それを話し合いでまとめ

る活動を行った。子どもたちか

らは「環境についてみんなで考

える発表会にしたい」「見に来

た人にも、ちょっとしたことから環境問題に取り組める

ことを知ってもらえ、行動したいと思ってもらえる発表

会にしたい」など意見があがり、発表会へと意識が向く

きっかけとなった。

校外学習では、岐阜県にある河川環境楽園に行った。

そこでは、自然体験から環境問題について考えるワーク

ショップに参加した。子どもたちは「地球温暖化の海」

「プラスチックの海」「川を汚したのは誰？」「今、そこ

【授業記録より】

（ 「環境問題についてとりくんだときの気持ちを

素直に表現しよう」を書いて ）

Ｔ：どんな気持ちになった？素直な意見が聞きたいな。

Ｃ：ずっとやりたかったから気持ちよかったって感じで

す。

Ｃ：自分で計画して１からやるのって大変でした。

Ｃ：でもやったからこそわかったこともありました。

Ｔ：へぇ。どんなことがわかったの？

Ｃ：うーん。環境を悪くするのは簡単だけれど、よくする

のは難しいっていうことかな・・・・・・。

Ｔ：深いね。すごい学びだ。

Ｃ：でも先生、それだったら結局環境はよくなっていか

ないと思います。

Ｔ：何で？

Ｃ：だって面倒くさいから・・・・・・。

Ｃ：ぼくも。確かに面倒くさいっていう気持ちはあった。

Ｃ：でも・・・・・・。

Ｔ：でも何？

Ｃ：楽しいし、何かやさしい気持ちになれたし、うれしい

気持ちもありました。

Ｃ：それはぼくも一緒です。

Ｔ：いい気付きだね。他にはあるかな。

～中略～

Ｃ：わたし、思ったんですけれど、一人がやったことって

きっとほんの少ししか変わらなくて、大事なんだけれ

ど続くのかなぁって心配で・・・・・・。

Ｃ：それわかります。だからみんなで協力したいし、発表

会でも呼びかけて仲間を増やしたいです。

【川を汚したのは誰？】



にある危機」という４つの講座に別れ、アクティビティを体験した。一人で環境について

取り組むことは夏休みに行ったが、友達と取り組むことは初めてであったので、子どもた

ちはとても楽しみながらこれまでの学びを再確認し、さ

らに新たな気付きを得たることもできた。

総合学習発表会では、ごみ・下水・水・温暖化・エネ

ルギー・緑化など、自分の関心の高いことを、自分の考

えを交え発表した。発表会の事前には、花や緑にふれあ

い、花のある暮らしを楽しむ豊かな心と、やさしい気持

ちを育む花育の出前授業を受けた。子どもたちはアルミ

缶を再利用したもので花器を作り、そこに季節の花をア

レンジメントしていった。でき上がった作品は発表会で

展示をした。子どもたちはもちろん、保護者の方も、身

の周りのごみを上手に再利用し、きれいに飾ったアレン

ジメントフラワーに感動しているようだった。発表会に

向けての導入では、ワークシートに「自分が何を発表会

で伝えたいか」をまとめたことにより、一人ひとりが主

体的に原稿を作成したり、協力してポスターを作ったり

する様子が見られた。中には、水が汚れる原因を模擬実

験し、それを見せることで発表に説得力をもたせようと

するグループもあった。発表の最後には、実際に体験し

たことをもとにしたり、インタビューをして聞いたこと

をふまえたり、出前授業で知った知識をまとめたり、一

人ひとりが多様な方法で、今自分に出来ることは何かを

発表した。「水道の蛇口やお風呂のシャワーをこまめに

止めて水を大切にします」「温室効果ガスによる影響で、

困っている生き物がいるので、助け合うためにも、移動

は車ではなく電車や自転車にしたい」「ごみのポイ捨て

は絶対にしないでほしい、また、川や木々の気持ちにな

って、自然の中へ行っても汚さないようにする」「物を

すぐ捨てるのでなく、他に使い道はないか、誰か必要と

している人はいないか考えたい」など身近にできること

で決意表明をした。

３ 研究の成果と今後の課題

（１）手だて・仮説の検証

具体的な手だてについてそれぞれ検証をし、仮説に対しての検証を行う。

① 本研究では、最初に環境について知っていることを自由に書かせることで、子ども

の今の実態がよくわかり、その後の学習の流れをまずは「知る」ことに重きをおいた

ものに変えることができた。ＥＳＤカレンダーをもとにした総合学習を行う際は、ど

のテーマにおいてもテーマとの出会いを大切にしたい。また、シンキングツールを用

いることで、全員の今考えていることが一目でわかり、その後の発問や、学習に反映

することができた。

① さまざまな視点から環境についての話を聞くことは子どもたちの意欲の向上にもつ

ながる。子どもたちの中には、ガスのことは興味があまりわかなかったが、電気のこ

【総合学習発表会の様子】

【花育の出前授業】

【実験を取り入れた発表】

【劇を取り入れた発表】



とには興味を示し、そこから温暖化について調べ、結果的にガスについても興味をも

って調べるようになったということもあった。準備や打ち合わせはたいへんではある

が、結果的に子どもたちの環境に関する知識の幅は広がり、考えも深まった。

【仮説１の検証】

環境の課題を自らの問題としてとらえて、身近なところからとりくもうというＥＳ

Ｄの考え方を取り入れ、活動を重視した総合学習を計画したことによって、自ら積極

的に気付き、考えようとする子どもが増えた。

③ シンキングツールを用いたことで、普段発表することが苦手で、グループ活動に入

りきれない子どもも意見を書いて、発表することができた。また、シンキングツール

を使うこと自体を楽しむ子どももいて、友だちの意見に刺激を受けている様子がよく

見られた。また、教員側も子どもたちの意見が一目で分かり、意識の変容もとらえや

すかったと考える。道徳や図工の授業でも活用することができた。

④ 一人ひとりが環境に対する身近なとりくみを行い、

それを評価し、エコチャレンジャーと任命したこと

で、さらに環境問題への関心が高まった。本を読ん

で調べ学習を行うだけでなく、自分で一から考えて

とりくむことで、自信をもって発表することができ

た。発表会後はエコチャレンジャーとして、みんな

で協力して何にとりくめるかを話し合い、川や公園

の掃除も行うことができた。

【ＫＪ法「甚目寺エコチャレンジャー」】

【劇を取り入れた発表】



【仮説２の検証】

話し合いを行い、気付きや考えを磨き合わせることで、自分自身の考えを深め、身

近なところから環境に対するとりくみを行っていこうとする子どもを育むことができ

た。

（２）反省と今後の課題

わたしは１年間、環境について学んできました。最初わたしは、環境という名前の意味も

分からずにいました。でも先生は「そのうち分かってくるよ。」と言いました。 でも今は環境

問題だけじゃなく、よい環境にするために何をしていくことが大切なのかも説明できるよう

になりました。今までたくさんの人に環境について教えてもらったことを感謝しています。

そして１番感謝しているのはこの地球です。そんな気持ちを忘れずに、これからも環境にや

さしい町になるように身近なことからみんなで協力してとりくんでいきたいです。今わたし

のクラスでは「もったいないばあさん」がブームです。この前公園の掃除にみんなで行った

ときも「もったいない」と言いながら行いました。ぴかぴかになった公園を見て低学年の子

たちはびっくりしたかな。次からきれいに使おうと少しでも思ってくれたらうれしいです。こ

うやってみんなに少しずつ環境にやさしい町づくりが広がっていくとうれしいです。

この子どもの作文にもあるように、子どもたちは１年間でテーマである「環境にやさし

い町づくり」について大切なことに気付いていった。それは、「１人の１００歩より１０

０人の一歩」だということ。そして身近なことから楽しくこつこつと行うこと。これは、

総合学習だけに限らず、心の教育としても大事なことだと考える。

本実践では、下水処理場、環境共生住宅、河川環境楽園などの講師の方のお話など、見

学および多くの専門家の方の話を聞く機会を設けたことで、環境についての興味・関心を

高めることができた。そして、子ども一人ひとりの課題設定の貴重なきっかけとすること

ができた。また、ヘチマ・ゴーヤの栽培をきっかけにして、自宅でもグリーンカーテン作

りを行った子どもが多くいた。さらに、自分なりに環境問題についてとりくんだこともあ

り、子どもだけでなく家庭ぐるみで環境への関心が高まることにつながったと考える。

年間を通して、話し合いの場ではシンキングツールを用いてきた。それを取り入れたこ

とにより、自分の考えが付箋を通して発表しやすくなっているようだった。また、自分の

意見が取り入れられたり、友だちの意見が似ていることを発見し関連付けられたりする喜

びを子どもは感じていた。初めこそ、戸惑いは見せたものの、回数を重ねるごとに、話し

合いが円滑にすすむようになり、楽しみながら意見を共有し、まとめる様子が見られた。

１学期から「知る」機会を多く設定し、子どもたちの環境への知識と意識は高まってい

った。２学期の「発表する」機会で、自分で継続してとりくんでいきたいことを宣言し、

実行することのきっかけとなった。ただし、いざ継続した実行となるとハードルが高いよ

うにも感じられる。教員側が子どもたちにも簡単にできることを提示し、持続的に取り組

ませることで習慣化が図られると考えられる。

最後に、子どもたちの思考の流れを意識して授業を組み立てていきながらも子どもたち

の素直な発想や考えに驚かされることが多く、その都度今後どうしていこうかを考えた。

ＥＳＤというレールはありながらも目の前の子どもを置き去りにしない、そんなバランス

が大切だと感じた。






